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　新年あけましておめでとうございます。

　和歌山県土地家屋調査士会会員の皆様にとりまして、本年も充実し、実り多い一年となります

ようお祈り申し上げます。

　平素は、不動産表示登記を始めとする当局の業務運営に対しまして、格別の御支援と御協力を

賜り、厚く御礼申し上げます。また、恒例となっております「全国一斉！法務局休日相談所」には、

会員の皆様に相談対応等に御尽力いただき誠にありがとうございました。

　さて、法務局において登記所備付地図作成作業は表示に関する登記における最重要課題である

ことは改めていうまでもありませんが、いわゆる法 14 条地図の全国で占める割合は約 56％にと

どまっています。そこで、全国的には平成 27 年度から、従来型の地図作成作業に加え、大都市型

登記所備付地図作成作業及び震災復興型登記所備付地図作成作業を実施し、その拡充を図ってい

るところです。

　当局における地図作成作業は、従来型の地図作成作業の１年目作業を、和歌山市和歌浦東１丁

目ないし４丁目の全域及び紀三井寺の一部（総面積 0.816 平方キロメートル 2,963 筆）について

実施しております。当該地図作成の事前準備の実施については、受託事業者の構成員である土地

家屋調査士の方々のみで実施していただいておりますところ、円滑かつ確実に作業が進んでいる

との報告を受けており、御尽力いただいております皆様方及び関係各位にこの紙面をお借りして

御礼申し上げます。

　会員の皆様方にも筆界調査委員として御協力いただいている筆界特定制度は、制度発足から 13

年目となっており、この間全国で約 19,000 件の筆界について特定がなされ、全体では約３万件の

事件が終了しているとのことです。なお、当局においては和歌山県土地家屋調査士会 ADR「境界

問題相談センターわかやま」とタイアップした無料相談会を隔月で開催しておりますが、これに

より、両制度が国民の皆様に周知され、それぞれの制度の特性を生かした活用が促進されるよう

期待しているところであります。　

　最近、表示に関する登記関係において耳目を集めている問題としては、「空家問題」や「所有者

不明土地問題」があります。前者については、全国的に適切な管理等が行われていない空家等が

約 820 万戸に及ぶとも言われており、和歌山県では空家率 18.1 パーセントと全国で３番目に高

いそうです。平成 26 年 11 月に空家等対策の推進に関する特別措置法が公布され、土地家屋調査

　新年の御挨拶

和歌山地方法務局

　　　局　長　 喜　田　繁　克
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士と法務局職員も和歌山県空家等対策推進協議会にオブザーバーとして参加し、特定空家等の判

断基準や所有者不明等の特定空家等への対策マニュアルの策定等、各種取組が展開されています。

また、後者については、土地台帳制度下における所有者欄の氏名住所の変則的な記載が、一元化

作業後も引き継がれたことにより、表題部所有者欄の氏名住所が正常に記録されていない登記の

解消を目的とした制度が検討されております。検討の中では、登記官のほか所有者調査委員（仮称）

による調査が行われることが想定されておりますが、この所有者調査委員には、土地家屋調査士

も委嘱される予定です。

　このように、今後とも皆様と法務局とが連携して問題解消に努めて参りたいと思っております。

　最後になりますが、オンライン申請の利用率の向上についても引き続き皆様の御協力をお願い

するとともに、土地家屋調査士業務に対する国民の信頼と期待が大きくなる中、貴会及び会員の

皆様による地域社会への更なる貢献に期待申し上げ、和歌山県土地家屋調査士会のますますの御

発展と、会員の皆様方の御健勝を祈念いたしまして、新年の挨拶とさせていただきます。
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　謹んで新春のお慶びを申し上げます。

　平素は、会務運営に格別の御協力を頂き、誠にありがとうございます。

　今後とも、よろしくお願い致します。

　平成 30 年は、地震・集中豪雨・台風と災害が多く発生しました。

　被災された方に心よりお見舞い申し上げます。

さて、連合会の方では、現在、各ブロック単位で開催している新人研修会を全国併せて１カ所（東

京）で開催するべく計画しているとの事です。

　近畿ブロック協議会では、本年度は、測量研修、立命館大学での寄付講義を開催しており、また、

報酬額の低廉化に対してはスローガンを策定して会員に自覚を促す方向で活動しています。

　和歌山会では、和歌山大学における寄付講義が平成 30 年度も、無事に終了致しました。

　いわゆる空き家法の関係では、和歌山県、和歌山市、海南市、岩出市、紀の川市、由良町の各

対策協議会に会員が参画しており、また、平成 30 年 10 月より和歌山県主催の空き家に関する無

料相談会が２ヶ月に１回実施され、当会からも相談員が出向いております。

　しかしながら、土地家屋調査士に関する相談が少ないことは歪めず、建物取壊前の段階で境界

線の確定、取壊後の滅失登記の必要がある旨のビラを作製し、県の無料相談会において配布する

事を検討しているところであります。

　また、建物取壊後の滅失登記の必要がある旨のビラを各市町村の税務課に備付して貰うべく活

動中であります。

　なお、会員皆様方にも協力をお願いしております平成 30 年作製の土地家屋調査士広報ポスター

については、概ね関係官庁、友好団体等への張り出しを終えております。

　また、献血活動において献血参加者に渡す粗品を入れる袋について、和歌山県土地家屋調査士

会の名前が入った袋を作製中であります。

　最後に、御尽力頂いております役員、会員の皆様方に御礼申し上げ、今後とも、会員皆様方の

会務運営への御協力を御願い申し上げ、新年の御挨拶と致します。

御　挨　拶

和歌山県土地家屋調査士会

　　　会　長　川　口　𠮷　雄
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　新年あけましておめでとうございます。

　皆様におかれましてはつつがなく新しい年をお迎えのこととお慶び申し上げます。

また、協会を取り巻く厳しい環境の中で、社員の皆様には適正かつ迅速な業務処理を実施してい

ただいていることに、この場を借りて感謝申し上げます。

　公共調達に関しますと、一昨年、落札することができず悔しい思いをしました「登記所備付地

図作成作業」を昨年は落札することができとても安堵しておりますが、他府県から新たな入札参

加者も見受けられ、ますます厳しい状況となってきております。業務内容に見合う金額で落札す

ることも難しくなっておりますが、昨年もここに書かせていただきましたが、協会としては登記

所備付地図作成作業に携わることは責務であると考えていますので、一人でも多く参加して頂け

れば幸いであります。

　作業負担も増え、拘束もされますが、できる限り作業に参加いただければと思っております。

　また、国交省の入札については、皆様も周知のとおり、近畿においては低価格入札が続いており、

大きな弊害となっています。

　これについては、近公連においても重要課題の１つとして取り組んでおりますが、なかなか打

開することができず苦慮しております。このまま、手をこまねいている訳にもいかいませんので、

情報の収集・共有等により問題解決に向け、近公連とともに取り組んでまいりたいと考えています。

　　昨年度はヘリサイン併設型登記基準点を有田市の港小学校に設置し、有田市から感謝状をい

ただきました。学校名を記載したヘリサインは県下初ということで、マスコミにも取り上げられ、

公嘱協会としての知名度アップにもつながったと思います。

　今年度も計画を予定しておりますので、官公庁の協力を得られるよう働きかけをしております。

　また、これを機に協会の業務内容を周知し、官公庁に対する広報活動等にも役立てていきたい

と思います。

　最後になりますが、皆様方が、健康で充実した１年を過ごせますように、また充実した仕事を

通して、協会を一層盛り立てていただきますように、心から願い、新年のご挨拶とさせていただ

きます。

ごあいさつ

（公社）和歌山県公共嘱託登記土地家屋調査士協会

　　　　　　　　　　　　理事長　長　岡　史　郎 
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　厳寒の候、謹んで年頭のご挨拶を申し上げます。

　昨年の和歌山県知事選挙におきましては、当政治連盟が推薦を致しました仁坂吉伸氏が圧勝で

４選を果たしました。皆様のご支援ご協力にあらためて感謝申し上げます。

　さて、私たち土地家屋調査士も制度制定から 69 年になりました。私も開業をしてから 30 年が

経ちます。開業当時の事務所経営は今ほど厳しくありませんでした。しかし、昨今の土地家屋調

査士を取り巻く環境は、非常に厳しい状況下にあり、会員の皆様は事務所経営に苦労していると

思います。

土地家屋調査士の使命である「不動産に係る権利の明確化を期し、国民の信頼に応える。」ため

には、まず事務所経営の安定が必要だと思います。事務所経営を安定させるためには、業務の円

滑な推進そして地位の向上が必要です。当政治連盟はそのための活動をしています。

具体的には、私たちの主旨にご賛同頂いた国会議員及び地方議員の先生方に要望をしたり、ま

た勉強会をしたりしています。

　今後もこのような活動を継続し、我々土地家屋調査士制度の発展に繋げていきたいと考えてい

ます。そのためには、政治連盟の会員のみならず、調査士会会員並びに公嘱協会社員の皆様の益々

のご協力とご支援が必要不可欠であります。よろしくお願い申し上げます。

最後に、今年は統一地方選挙の年です。各地において、様々な選挙がおこなわれます。政治の

場あるいは行政の場において、我々の声を聴いて頂くために、土地家屋調査士政治連盟が推薦す

る候補者には必ず当選して頂かなければなりません。

皆様のご支援ご協力をよろしくお願い致します。

ご　あ　い　さ　つ

和歌山県土地家屋調査士政治連盟
　　　　　会　長　稲　垣　　崇



6



7

和歌山支部研修会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　和歌山支部　山　村　定　司

　平成 30 年 9 月 29 日 ( 土 )　調査士会館 4 階会議室において、和歌山支部研修会を開催しました。
　第 1 部の講師は、筆界特定委員会の、新谷委員長、東委員にお願いいたしました。
　和歌山境界紀行「ぶらり」（平成 20 年 12 月 20 日発行）を改めて読み返し、合わせて「石高」、

「単位」、「慣習」について聴講しました。又、問題形式の地番の付し方にも挑戦しました。地券の
実物を見ることが出来たり、初めて知ることがあったりで、非常に有意義でした。
　
　第 2 部は、「調査書の書き方あれこれ」と題し講師は、西端業務部長、北脇理事にお願いしました。
記入項目毎に日頃どう記入しているか、参加者に問いかけ、「自分の書き方はこうである」、「この
書き方で登記官のチェックが入った」など、意見を出し合いました。
　簡潔でより良い調査書の書き方を探る事が出来ました。
　土地部門で大いに盛り上がり、時間超過で建物の調査書について出来なかったのは残念でした。

　多忙の中、講師を引受けて下さった先生方にこの紙面をお借りして御礼申し上げます。
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筆界鑑定研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報部

　平成 30 年８月 25 日（土）ルミエール華月殿　６階　富士の間にて筆界鑑定委員会・境界問題
相談センターわかやま合同研修会が開催されました。

　第１部は、元東京法務局長、弁護士　寶金　敏明 先生をお招きして「里道・水路・二線引き畦畔」
と題して講義いただきました。

　第２部は、境界問題相談センターおおさか運営委員　西田　寛 先生をお招きして「筆界特定後
の簡易調停（杭入れ調停）と筆界特定手続きと裁判との連携」と題して講義いただきました。



9

総務部主催研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

広報部

　平成 30 年 10 月 12 日（金）　和歌山商工会議所４階　特別会議室において総務部主催の研修会
が開催されました。

　第１部では、和歌山県総務部危機管理局　竹中進様をお招きして南海トラフ地震が発生した際
に和歌山県下で予想される被災状況や、被害を最小限に留めるべく、和歌山県が現在推進してい
る災害対策に関することについてお話しいただきました。また講義の中で和歌山県内の避難所、
防災情報等の確認に役立つスマホアプリ「和歌山県防災ナビ」が紹介され、土地勘がない現場で
役立つ内容である旨の説明を受け、早速インストールする受講者もありました。

　２部では、特に事務所運営や会務運営において、大規模災害の発生に備えて考えておくべきこ
とや、被災してから復興に至るまで、どのような問題が発生し、それをどう対処していくか等に
ついて、実際に会長在任時に東日本大震災をご経験された、元宮城県土地家屋調査士会会長鈴木
修先生を講師にお迎えし、お話しいただきました。
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紀北支部研修会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

広報部

平成 30年 11月 29日　かつらぎ町総合文化会館にて

　合併（旧橋本・岩出）後初めての支部研修会を業務部西端部長をお迎えして
「調査報告書の作成」についての研修会を行いました。

　14 名の参加者で研修会というよりも意見と情報を交換するといった内容で
少人数であるがための忌憚のない意見交換ができ有意義な研修会でした。
　ご足労いただいた西端部長、研修会に参加していただいた支部員の皆様、お
疲れ様でした。
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和歌山県土地家屋調査士政治連盟平成 30年定時大会
日　　　時：平成 30 年３月 23 日（金）
会　　　場：和歌山県土地家屋調査士会館４階会議室
出席会員数：82 名

和歌山県土地家屋調査士会平成 30年定時総会
日　　　時：平成 30 年５月 25 日（金）
会　　　場：ホテルアバローム紀の国
出席会員数：143 名

公益社団法人和歌山県公共嘱託登記土地家屋調査士協会第34回定時社員総会
日　　　時：平成 30 年９月７日（金）
会　　　場：ホテルグランヴィア和歌山
出席社員数：119 名
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広報部主催献血活動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　広報部

　平成 30 年２月 12 日（月）、オークワ・ロマンシティ御坊店にて献血活動を行いました。 
御坊支部の皆様、ご協力ありがとうございました。

　平成 30 年３月 24 日（土）、ドン・キホーテ紀の川店にて献血活動を行いました。
旧岩出支部の皆様、ご協力ありがとうございました。
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平成30年和歌山大学寄付講義成績優秀者表彰式
広報部

平成 30 年９月 27 日（木）和歌山大学経済学部にて寄付講義委員会が同校で行っている寄付特
別講義「国家基盤づくりに係る土地・家屋の調査」にて優秀な成績を収めた学生３名を表彰いた
しました。

　本年は谷久保浩二会員（御坊支部）、坂上公明会員（有田支部）、和田佳人会員（橋本支部）が
新たに講師を担当されました。各講師、補助員の皆様、ご協力ありがとうございました。表彰式
では、片岡聖佳寄付講義委員長が受賞者に、それぞれ表彰状を手渡しました。当日は和歌山新報
社、テレビ和歌山社が取材に訪れ、その模様は、当日の午後６時から「ニュース＆情報５チャン
DO ！」で放映されました。
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平成 30 年度　和歌山大学寄付講義予定表
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平成 30 年度 和歌山大学寄付講義 
　　期末レポート優秀答案紹介（抜粋）

寄付講義委員会　　　　　　

副委員長　仲　谷　雅　弘

　和歌山大学寄付講義では定期試験に替えて期末レポートを課し出席レポート 50％、期末レポー
ト 50％の割合で学生の成績を評価しております。昨年に引き続き平成 30 年に提出された期末レ
ポートのうち優秀答案（一部抜粋）をご紹介いたします。なお、本レポート課題は自宅に持ち帰
り作成するもので、問題文末尾に掲載の参考文献は学生が各自で検索することとしています。

設問 以下の文章を読んで答えなさい。

　動産は、比較的容易に捨てることができるが、不動産である土地は捨てることができない。また、
建物についても取り壊せば動産となり、建築廃材として捨てることが可能であるが、不動産のま
までは捨てることができない。不動産は利用価値が高い反面、処分の難しい資産でもある。
　このようなことから、不動産との関わりには慎重になりたいところであるが、自らの意思によ
らず不動産の所有権を得ることもある。その典型的な例は相続である。この場合、自由意思が尊
重される資本主義のもと、不動産相続権を放棄することは可能であるが、新たなる所有者が現れ
るまでは継続してその不動産を管理する責任がある（民法第 940 条）ため、そう簡単に無関係者
になることはできないのである。
　現在、日本では、所有者が不明となっている不動産や利用されずに放置されている不動産が急
増している。これがマスコミでもしばしば取り上げられるほど大きな社会問題となっており、政
府や民間でもこの問題は盛んに研究が行われている。
　その研究成果の一つである「土地総合研究・特集「所有者不明土地について」（※）」を読み、
それを参考としつつ、①所有者不明土地問題について具体例（パターン）を挙げ、何が原因でそ
の問題が発生したのか。さらに②その問題をどのように解決すべきかについて、起承転結を意識
しながら、800 字から 1200 字までの間で論じなさい。

※　土地総合研究・特集「所有者不明土地等の課題と対応」　　　　　　　　　　　　　　　 
　　　　URL：http://www.lij.jp/pub_t/pubt3_25_2.html
　　土地の「所有者不明化」～自治体アンケートから見える問題の実態～（吉原祥子）　　 
　　　　URL：　http://www.lij.jp/html/jli/jli_2017/2017spring_p003.pdf
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（優秀答案）

設問①

所有者不明土地問題の具体的な例（パターン）

　新潟県鳥屋野潟（とやのがた）では、湖の周りに堤防の工事を計画していたのだが、以前農地

の改良に湖の底の土砂を利用していたため、湖の底の土地がおよそ 500 区画に分割され、その約

75％が私有地となっており、土地の権利を有する者の総数が 1,200 人を超えていた。

上記問題が発生した原因として考えられるもの（なるべく多く）

　手続きの煩雑さや費用負担の大きさ等を理由とする相続未登記の増加、自治体外在住者の死亡

情報がいまの制度では把握できないこと、人口流出によって不在地主が増加して相続人情報を追

うことが困難になっていくこと、土地の資産価値の低さや管理負担を理由とする相続放棄の増加、

親族関係の希薄化に伴う遺産分割協議の困難化。

設問②

①で挙げた所有者不明土地問題の解決方法について（起承転結を意識して）

　所有者不明土地問題は相続未登記が大きな要因である。相続登記は任意のため、相続登記を行

わないまま世代交代が進むことで、法定相続人が次々に増加し、権利関係が複雑化していく。し

かし、なぜ、任意の相続登記がされないことで土地の所有者の所在や生死の把握が難しくなって

いくのだろうか。そもそも、日本では土地の所有者情報はどのように把握されているのだろうか。

土地の所有・利用に関する主な制度を洗い出してみると、見えてくるのが情報基盤の未整備やルー

ルの不十分さだ。

　日本では台帳の内容や精度も様々で、国土の所有・利用に関する情報を一元的に共通管理する

システムは整っていない。さらに、国土管理の土台となる地籍調査も 1951 年の調査開始以来、

進捗率は未だに５割にとどまる。一方で、個人の所有権は諸外国と比較しても極めて強い。不動

産登記簿が実質的に所有者情報源となっているものの、権利の登記は任意である。なので、登記

がされなければ登記簿上の名義人がすでに死亡したままだったり、古い住所がそのまま何十年も

残り続けることになる。任意の相続登記を相続人が行うかどうか、また、いつ行うかは個人の事

情をはじめ経済的、社会的な要因などに影響を受ける。日本の基盤情報は、こうした市場動向や

個人の行動によって精度が左右される仕組みの上に成り立っているのである。それではこの問題

を解決するためにはどうすれば良いのか。

　まずは国と自治体が協力し、地域が抱える土地問題について実態把握を進めることが必要であ

る。その上で国土保全の観点から、どのような基盤情報が実現可能か、また、どのような関連法

整備が必要か、省庁横断で整理していくことが求められる。短期的な対策としては所有者、自治
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体双方にとって各種手続きのコストを下げる必要がある。相続人による相続登記や自治体による

相続財産管理制度の利用にあたり、費用負担を軽減し手続きの促進を支援していくことなどだ。

同時に相続登記の促進を図りつつも、登記が長年行われず数次にわたって放置されているものに

ついて、一定の手続きを踏まえた上で利用権の設定を可能にする方策などを検討する。さらに、

長期的な対策が必要なのが所有者不明化の予防策である。具体的には、利用見込みのない土地を

所有者が適切に手放せる選択肢を作っておくことである。土地の新たな所有・利用の在り方につ

いても考える必要がある。あわせて、こうした問題について、日頃から人々が学ぶ機会を設ける

ことも重要だ。学校教育では現行の土地制度について学ぶ機会はほとんどないからである。財産

権にも関わる土地制度の見直しは、国民の理解がないことには進まない。土地が個人の財産であ

るとともに公共性の高い存在であることを、普段から国民が学び、一人一人が理解を深めていく

ことが大切である。



18



19

被表彰者名簿（平成 30年度）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

会長表彰　　　　　　　　　山　村　定　司（和歌山支部）

　　　　　　　　　　　　　北　脇　一　男（紀 北 支 部）

　　　　　　　　　　　　　久　野　俊　樹（新 宮 支 部）

和歌山地方法務局長表彰　　寺　下　能　明（和歌山支部）

　　　　　　　　　　　　　牛　居　裕　壱（有 田 支 部）

近ブロ会長表彰　　　　　　小　柳　健　一（和歌山支部）

　　　　　　　　　　　　　小　川　廣　行（紀 北 支 部）

連合会長表彰　　　　　　　北　山　佳　史（紀 北 支 部）

　　　　　　　　　　　　　稲　垣　　　崇（御 坊 支 部）

管区局長表彰　　　　　　　西　　　博　之（新 宮 支 部）

　　　　　　　　　　　　　稲　垣　和　弘（田 辺 支 部）
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峯　野　賢　治

和歌山支部

平成30年６月11日入会

坂　口　裕一朗

和歌山支部

平成30年２月１日入会

　この度、和歌山県土地家屋調査士会に入会しました峯野
賢治と申します。
　祖父や父が土地家屋調査士として仕事している姿を見て
育ち、その後、補助者として業務に携わっていくなかで私
自身も土地家屋調査士を志すようになりました。
　今後は、調査士としての職責を心に刻み、日々勉強して
まいりますので、ご指導ご鞭
撻のほど宜しくお願い申し上
げます。

（事務所）〒649-0121　海南市下津町丸田148番地2
　　　　　　　　　　  TEL 073-492-2274　FAX 073-492-5517

　はじめまして。
　平成30年２月に登録しました坂口裕一朗と申します。
　私が調査士を目指した動機は、単純にかっこいいと思っ
たからです。新しい登記を作ったり、現況に合わせて変更
したり、裁量の幅があり責任も重いですが、その分非常に
やりがいのある仕事だと思いました。
　実務経験がないため、ひと
つひとつが初めてのことばか

りで、先輩方に助けて頂きながら、日々悪戦苦闘しております。
　これから勉強、経験を積んで、頑張っていきますので、先輩方
の皆様、よろしくお願い致します。

（事務所）〒640-8142　和歌山市三番丁74番地 オフィス中川１階
　　　　　　　　　　　TEL 073-428-3310　FAX 073-428-0456
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小　林　　　徹

田辺支部

平成30年11月１日入会

　新入会員の小林徹（こばやしとおる）と申します。
　私は、平成20年度の土地家屋調査士試験に合格しました。
　土地家屋調査士試験に合格後、現在までに司法書士、行
政書士を取得し、平成26年度より、司法書士・土地家屋調
査士を兼務する事務所で勉強させていただいた後、平成29
年度に地元田辺市で開業しました。
　そして、念願の土地家屋調査士の登録するに至りました。
　私は実務経験も浅いです
が、幸いにも多くの先生方に
助けていただきながら、なん

とかここまでやってこれました。
　若さとチャレンジ精神で色んなことに挑戦し、少しでも市民の
役に立つことができるよう、日々精進していきたいと思います。
　至らぬ点も多々あるかと存じますが、ご指導・ご鞭撻の程、何
卒宜しくお願いいたします。

（事務所）〒646-0011　田辺市新庄町3353番地の9　
　　　　　　　　　　　和歌山県立情報交流センターBig・ U109
　　　　　　　　　　    TEL 0739-22-8848  FAX 0739-22-8848
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☆　会員、読者からの投稿を募ります
　　（会員以外も歓迎）

☆　直接、業務、会務に関しない事でも
　　歓迎します

☆　最終的な採否は広報部にお任せ下さい

☆　原稿は返却しませんので控えをおとり
　　下さい

☆　メール、FAX、郵便、持参
　　　　　　どんな方法でも結構です

　　　　　　　　　　　　　　　　広報部

当会ホームページもぜひご覧ください。

http://chosashi-wakayama.jp/
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